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 キラキラネームってご存じですか？パッ

と見で読めないような当て字や、外国人に

よくある名前を無理やり日本の漢字に当て

はめた、一般的に「奇抜な名前」とされる

名前のことです。皆さんの身近にもきっと

居られるのじゃないかと思います。 

 この言葉は友人の SNS にアップされて

いたものです。そしてこんな言葉もありま

した。 

『名づけられた子どもの名前について「ど

うなの？」「おかしくない？」って皮肉って

考えることより、その子の名前を「呼んで

くれ」と思う。読みにくい名前も、声に出

して呼ぶことはできる。いろんな人に大事

にされて、大事にその名を呼ばれ続けたら

「大事にされたその名にふさわしい生き方

って何だろう？」とか、考えるようになる

こともあると思う。それに子ども同士は、

何も気にすることなく様々な名前を呼び合

っていますので、それでいいのではないか

なと思います』と。 

彼は保育園の園長先生でもあるので、名

前を呼ばれたときのこどものキラキラな笑

顔を見ているんですね。大事に呼ぶことで

大事になる。粗末にしないということ。優

しく呼ぶ、きつく呼ぶ、呼び方で応え方違

ってきます。大事に呼ぶ。簡単そうで難し

く思います。大事に呼べているだろうか。

大切な人の顔、表情、ちゃんと見ています

か？見えていますか？ 

子どもの頃に好きだった「ビューティフ

ルネーム」という歌の歌詞のように、キラ

キラする名前を大切に呼んでみたいと思い

ます。 

 

名古屋教区・名古屋別院 

宗祖親鸞聖人７５０回御遠忌法要円成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結願日中法要での舞楽の様子 

 

名古屋別院を会場に催された宗祖御遠忌

は延べ１０万人と言われる参詣のご門徒と

共に無事にお勤め終えることが出来ました。

この場を借りて、皆さまに厚く御礼申し上

げます。 

 ５０年ごとに勤められる御遠忌法要、次

は５０年後。僕のこども達も僕の年を越え

て迎えることになる。どのように勤められ

るのだろうか。何とかこども達ともお参り

できましたが、僕は僕の務めとして次の世

代に手渡していくことが出来たのだろう

か？少し心細いけど、僕がそうしたように

その時を生きてその時々の課題をもって臨

んでくれたら有り難いことだと思います。

手渡した実感は乏しいですが、少なくとも

託すことは出来たように思います。 

 今度はここ皆満寺で、僕が生まれた年に

勤まった宗祖７００回御遠忌を７５０回へ

と受け継いでいくことを念じて念仏相続し

ていけたらと思います。 

キラキラしない名前などない 

ある保育園の掲示板より 



真宗本廟奉仕団に参加してきました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同朋会館入り口にて 

ご本山の境内にある「同朋会館」をご存

じでしょうか？そこでは全国から集ったご

門徒が寝食を共にし、朝夕のおまいり、仏

教のおはなし、膝を交えてのはなしあい、

清掃奉仕、境内の建物をめぐる諸殿拝観な

どを内容とした研修会が５０年ほど前から

行われています。それが真宗本廟奉仕団で

す。その奉仕団に皆満寺として初めて参加

してきました。3年ほど掛けて行ってきた

書写の会の総仕上げとして位置づけての上

山。「やっとお連れすることが出来た」と

いうのが率直な感じです。その同朋会館も

来年から改修され新たに生まれ変わります。

次の800回御遠忌へ向けて、不定期ではあ

ると思いますが、またお連れする機会を設

けたいと思います。お楽しみに。 

サマースクールのご案内 

 

期 日 ８月１７日（水）～１８日（木） 

会 場 真宗本廟（東本願寺）・大谷祖廟 

宿 泊 ホテル近江屋 

    下京区珠数屋町東洞院東入花屋町387 

     ０７５－３５１－５２９２ 

対 象 小学３年生～中学３年生 

参加費 10,000円 

第2組の教化事業です。 

詳細はお寺までお問い合わせ下さい 

仏教賛歌を歌おう 

毎月第2木曜／午後1時半から 

 

 

 

 

 

 

 

 

練習の様子 

お寺の行事の始まりに歌う真宗宗歌に 3

番まで歌詞があることをご存じですか？歌

ってみると実に味わい深いものがあります。

その他にも素敵な讃歌がたくさんあります

よ。お寺で気軽にお茶でも飲みながら和気

藹々と歌を歌ってみませんか？興味のある

方、お寺までお問い合わせ下さい。 

 

御正忌（本山報恩講）参拝のご案内 

日帰りバスツアー 

 

期 日 11月28日（月） 

出 発 午前6時頃／解 散 午後7時頃 

参加費 7000円 

両堂ご修復が完了して執行される初めての

報恩講です。年に一度この日にしか勤まら

ない坂東曲を拝聴しにいきませんか？ 

お問い合わせはお寺まで。 
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